
     
 

              
 

 
 

      

                         

                

 

 
 

       

 
 

 

平
成
30
年
の
今
年
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
及
び
「
人
権

擁
護
委
員
制
度
」
が
誕
生
し
、
70
周
年
の
節
目
を
迎
え

た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
を
「人
権
週
間
」と
定
め 

「人
権
」に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
度
は
富
良
野
市
人
権
擁
護
委
員
の
天
日
さ
ん
、 

山
口
さ
ん
、
山
本
さ
ん
の
三
名
に
お
出
で
い
た
だ
き
「
紙

芝
居
」
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
」
「
シ
ル
バ
ー
川
柳
」
そ
し
て
「
か

る
た
」
を
通
し
、
あ
ら
た
め
て
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
人
は
誰
で
も
幸
せ
に
な
る
権
利
は
あ
る
」
し
か
し
、
幸

せ
の
価
値
観
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
す
。
人
種
や

宗
教
、
性
別
、
地
位
、
思
想
や
信
条
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と

に
対
し
て
お
互
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う
こ
と
は
大

切
な
の
で
す
が
、
人
間
社
会
で
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
…
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。 

 

こ
の
機
会
に
「
幸
せ
」
「
思
い
や
り
」
「
優
し
さ
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

楽
し
い
川
柳
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、 

 

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
「
こ
ど
も
未
来
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
眺
め
て
み
ま
す

と
、
ま
さ
に
、
ふ
り
が
な
が
な
け
れ
ば
読
め
な
い
名
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
加
え
て
１
２
７
名
の
小
学
生
の
女
子
で

「子
」が
つ
く
生
徒
は
一
人
だ
け
、
時
代
が
違
う
の
で
し
ょ 

    

   
 

 
 

 
 

  
 

    
 

う
。 こ

の
川
柳
も
笑
え
ま
せ
ん
。
私
自
身
「
毎
朝
、
筋
ト
レ
体
操
を
す
る
」

と
い
ろ
い
ろ
と
考
え
、
決
心
し
て
実
行
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
か
手

首
や
指
、
足
首
が
最
近
痛
み
ま
す
…
無
理
し
て
体
操
す
る
こ
と
も
な
い

と
弱
気
に
な
る
と
何
も
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
す
こ
と
へ
の
不
安
も

あ
り
ま
す
。
で
も
、
「今
日
と
い
う
日
を
大
切
に
し
な
き
ゃ
」と
思
い
な
お

し
て
、
笑
顔
で
前
向
き
に
生
き
る
の
が
一
番
な
の
で
す
。
そ
う
、
そ
れ
こ

そ
「イ
タ
リ
ア
的
気
質
？
」も
大
切
に
し
な
き
ゃ
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
と
ぶ
き
大
学
も
、
本
日
が
平
成
30
年
最
後
の
学
習
日
を

迎
え
ま
し
た
。
「災
い
」が
今
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
と
い
う
こ
と
で
す
。

「災
い
転
じ
て
福
が
く
る
」そ
ん
な
良
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
良
い
事
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
！
！
！ 

      
 

No.25 

12
月
19
日
（
水
曜
日
） 

当
番
：
本
科
４
年
・
大
学
院
１
年 

 
 

9
時
15
分 

朝
の
集
い 

10
時
00
分 

学
年
別
研
究 

 
 

 
 

 
 

年
末
お
楽
し
み
会
リ
ハ
ー
サ
ル 

 
 

 
 

 
 

ス
テ
ー
ジ
利
用
は
第
２
研
究
生
か
ら
始
め
ま
す
。 

大
学
院
１
年
生
・本
科
４
年
生
の
予
定
が
入
って
い
ま
す
。 

他
の
学
年
も
必
要
が
あ
れ
ば
連
絡
く
だ
さ
い
。 

12
時
00
分 

昼
食
会 

 

12
時
40
分 

  

年
末
お
楽
し
み
会  

 
 

 
 

 
 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

「人

ア
ラ
カ
ル
ト 

《
ひ
孫
の
名 

読
め
な
い
書
け
な
い 

聞
き
取
れ
な
い
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

《
リ
ハ
ビ
リ
と 

足
腰
鍛
え 

膝
痛
め
》 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

  
  

 
 

 



   
 

 

                      

                         

                       

 
 

 

 
 
 

 
去
る
12
月
10
日
（
月
曜
日
）
、
富
良
野
校
大
学

院
一
年
生
・
本
科
４
年
生
と
樹
海
中
学
生
と
の
交

流
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
カ
ボ
チ
ャ
だ
ん
ご
」
「
お
し
る
こ
」
を
中
学
生
と
と

も
に
調
理
し
な
が
ら
昼
食
会
を
す
る
と 

と
も
に
、
午
後
は
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
交 

流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

東
山
校
が
閉
校
さ
れ
て
か
ら
も
、
東
山 

地
域
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い 

と
思
って
い
ま
す
。 

 

な
お
、
今
後
は
保
育
所
と
樹
海
小
学
校
と
の 

交
流
も
実
施
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

《
新
企
画
・
東
大
生
と
の
交
流
授
業
》 

「
人
口
減
少
克
服
と
地
方
創
生
」
に
向
け
た
富
良
野
市

の
取
り
組
み
と
東
京
大
学
の
「文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
基
本

と
し
た
過
疎
・
高
齢
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
」
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
二
月
二
十
日

（水
）
に
実
施
の
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。 

新
《
卒
業
式
＆
修
了
式
の
祝
賀
会
》 

◎
富
良
野
混
声
合
唱
団
演
奏 

◎
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
演
奏 

 
 

３
月
14
日
（
木
）
実
施
の
卒
業
式
後
の
祝
賀
会
で
す
が

内
容
を
こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
ま
す
。 

  
 

 

 
 

   

２
０
１
９
年
こ
と
ぶ
き
大
学
新
入
学
生 

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
案
内
で
す
が
、 

お
一
人
、
二
枚
配
布
し
ま
す
。
裏
が
申
込 

書
に
な
って
い
ま
す
。
宣
伝
と
勧
誘
を
よ
ろ 

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

新
年
度 

学
生
募
集
！ 

新
年
1
月
16
日
（
水
） 

 
 

 
 

 
 

 

当
番
：
大
学
院
２
年 

新
春 

学
長
講
話 

新
春 

演
奏
会 

 

9
時
15
分 

朝
の
集
い 

9
時
30
分 

学
長
講
話 

10
時
10
分 

会
場
設
営 

10
時
30
分 

津
軽
三
味
線
日
本
一 

 
 

 
 

 

「菅
野
優
斗
演
奏
会
」 

11
時
30
分 

昼
食
会
及
び
お
楽
し
み
会
準
備 

 
 

 
 

 
 

会
場
設
営 

12
時
00
分 

昼
食
会 

 
 

 
 

 
 

合
同
新
年
お
楽
し
み
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

14
時
00
分 

散
会 

 
 

 
 

 
 

全
員
で
の
後
片
付
け 

14
時
40
分 

バ
ス
出
発 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

  
 
 
 

  

 

 
 

 

    
 

 
 

 
 

 

 

樹
海
中
学
生
と
の
交
流
会 

             
 
 

 津軽三味線日本一の菅野優斗さんの
演奏会が実現 ！しました。 
１月 16 日（水曜日）新年度最初のこと

ぶき大学の学習日です。奥田係長に感
謝ですね。この大会議室のこのステージで
の演奏会です！！ご期待ください！！ 

 
菅 野 優 斗 

              kanno Yuto 
       プロフィール 

        平成 7年 12月 31日生 
旭川市出身 

幼少の頃から津軽三味線や

日本民謡を身近に育つ。１１歳より祖父である日

本民謡三絃 菅野孝山流 家元 菅野孝山と父 

二代目 菅野孝山から本格的に津軽三味線の

基礎を学び、親子三代演奏で国内外と舞台活

動を繰り広げ、独自の奏法・音色を身につける。 

抜群の演奏力を武器に全国大会にも出場。ジ

ュニアの部優勝、Ａ級男性の部優勝。２０１２年

日本武道館での津軽三味線グランプリ大賞にて

「初代グランプリ」を受賞。 

２０１６年津軽三味線本場青森県での第１０回

津軽三味線日本一決定戦にて見事「第８代 日

本一」に輝く。 

２０１７年第２０回津軽三味線コンクール全国

大会でも見事「優勝」。 

２０１８年６月１０日仙台で開催された「津軽三

味線みちのく全国大会」で、４つ目となる日本一

の称号を手にした。 （ネットから引用させていただきました） 

 

  

 

New Year 

Concert 

 



                         

                         

                      

            菅 野 優 斗 
              kanno Yuto 

       プロフィール 
        平成 7年 12月 31日生 

旭川市出身 

 

幼少の頃から津軽三味線や

日本民謡を身近に育つ。物心ついた 11 歳より、祖父

である日本民謡三絃 菅野孝山流 家元 菅野孝山

と父 二代目 菅野孝山から本格的に津軽三味線の

基礎を学び、親子三代演奏で国内外と舞台活動を

繰り広げる中、独自の奏法・音色を身につける。 

抜群の演奏力を武器に全国大会にも出場。ジュニ

アの部優勝、Ａ級男性の部優勝と素晴らしい成績を

残す。 

2012 年、日本武道館にて開催された津軽三味線

グランプリ大賞にて「初代グランプリ」を受賞。2016 年、

津軽三味線の本場青森県で開催された第 10 回津

軽三味線日本一決定戦にて見事「第 8 代 日本一」

に輝いた。 

2017年、第 20回津軽三味線コンクール全国大会

でも見事「優勝」を獲得。（2018年６月 10日仙台で開

催された「津軽三味線みちのく全国大会」で、４つ目と

なる日本一の称号を手にした。このみちのく大会は、歴

史は浅いながら出場者のレベルが高く、エントリーした

部門の半数以上はプロで活躍、またこの大会はマイク

を使わない生の音色を審査する方式だったので、少し

でも力強い演奏ができるようにバチを持つ右腕をトレー

ニングしました…ということです） 

若い世代にもっと日本伝統芸能に興味を持ってほし

いという強い願意を込め、古典音楽を守りつつも、多

彩な楽器、アーティストと共演し、津軽三味線の可能

性を日々広げる若き津軽三味線奏者。（ネットから引用） 

 

  

 


